Nagasaki University and the community - Raison d\u27etre of the District National University - by 川越 明日香 & 橋本 健夫
長崎大学 大学教育イノベーションセンター紀要 第 5号 2014 年 3 月 




川越 明日香・橋本 健夫 
長崎大学大学教育イノベーションセンター 
 
Nagasaki University and the community 
- Raison d'etre of the District National University - 
 
Asuka KAWAGOE, Tateo HASHIMOTO 




The roles of old national universities are now being discussed. One of the topics is how we 
create the relationships between universities and community in the future. This is a very 
important issue, especially for old national universities which are located in the provinces. 
We ran a survey on how the residents consider the presence of the old national universities 
and discussed how the universities should contribute to societies. 
The survey shows that the residents recognize the presence of Nagasaki University as really 
important. 
Although they think about how important the presence of Nagasaki University is, they don't 
show much interest in it. Also, the residents are not involved in the university due to the 
insufficient number of opportunities to share their knowledge and their properties. The 
university ought to make more efforts to strengthen their bond with the residents by 
transmitting their knowledge more efficiently. 
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ずねたものが表 3 である。 
 




















20歳代 53 4.1 0～5年 28 2.1
30歳代 146 11.2 6～10年 24 1.8
40歳代 398 30.5 11～20年 61 4.5
50歳代 262 20.0 21～30年 114 8.4
60歳代 293 22.4 31年以上 1132 83.3






人数（名） 1095 681 1031
割合（％） 82.1 51.9 78.1
人数（名） 199 476 244
割合（％） 14.9 36.3 18.5
人数（名） 16 97 23
割合（％） 1.2 7.4 1.7
人数（名） 4 14 4
割合（％） 0.3 1.1 0.3
人数（名） 20 44 18
割合（％） 1.5 3.4 1.4
人数（名） 1334 1312 1320
割合（％） 100.0 100.0 100.0
九州地方 全国的 国際的
人数（名） 419 332 341
割合（％） 32.0 25.5 26.1
人数（名） 643 534 441
割合（％） 49.1 41.0 33.8
人数（名） 146 244 210
割合（％） 11.2 18.7 16.1
人数（名） 28 63 86
割合（％） 2.1 4.8 6.6
人数（名） 73 131 228
割合（％） 5.6 10.0 17.5
人数（名） 1309 1304 1306
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作成した（表 4、表 5）。 
 
表 4 「長崎大学が全国的に重要な存在であるか」と 
   年代別のクロス表 
 
表 5 「長崎大学が国際的に重要な存在であるか」と 


























たものを表 6 に示す。 
 










人数（名） 25 24 49
割合（％） 2.2% 2.1% 4.3%
人数（名） 76 43 119
割合（％） 6.7% 3.8% 10.5%
人数（名） 249 100 349
割合（％） 22.1% 8.9% 30.9%
人数（名） 176 57 233
割合（％） 15.6% 5.0% 20.6%
人数（名） 197 54 251
割合（％） 17.4% 4.8% 22.2%
人数（名） 106 22 128
割合（％） 9.4% 1.9% 11.3%
人数（名） 829 300 1129
















人数（名） 25 21 46
割合（％） 2.4% 2.0% 4.4%
人数（名） 61 44 105
割合（％） 5.9% 4.3% 10.1%
人数（名） 218 103 321
割合（％） 21.1% 10.0% 31.0%
人数（名） 150 50 200
割合（％） 14.5% 4.8% 19.3%
人数（名） 187 51 238
割合（％） 18.1% 4.9% 23.0%
人数（名） 104 21 125
割合（％） 10.0% 2.0% 12.1%
人数（名） 745 290 1035



































































のクロス表を作成し、表 8 に示す。 
 


















































人数（名） 258 45 303
割合（％） 22.2% 3.9% 26.1%
人数（名） 597 261 858
割合（％） 51.4% 22.5% 73.9%
人数（名） 855 306 1161
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表 10 具体的な内容への関心 
 























表 11 に示す。 
 























人数（名） 786 505 144
割合（％） 57.4 37.0 10.5
人数（名） 584 860 1226
割合（％） 42.6 63.0 89.5
人数（名） 1370 1365 1370
割合（％） 100.0 100.0 100.0
D E F
人数（名） 55 129 169
割合（％） 4.0 9.4 12.3
人数（名） 1315 1242 1201
割合（％） 96.0 90.6 87.7
人数（名） 1370 1371 1370














































当初の 2004 年度と比べると、2012 年度までに 992
億円も削減されている。その点に関し、住民の考
えを示したものが表 13 である。 
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―  ― 49
社会か－大学と地域社会の関係の再考－，大学
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A．長崎市 １ ２ ３ ４ ５ 
B．その他の市町 １ ２ ３ ４ ５ 
C．長崎県 １ ２ ３ ４ ５ 
D．九州地方 １ ２ ３ ４ ５ 
E. 全国的に １ ２ ３ ４ ５ 










A．長崎市にとって １ ２ ３ ４ ５ 










A．長崎市にとって １ ２ ３ ４ ５ 
B．その他の市町にとって １ ２ ３ ４ ５ 
文化的 
１．つながる    ２．ある程度つながる  ３．あまりつながらない  
４．つながらない  ５．分からない 
教職員 
経済的 
１．つながる    ２．ある程度つながる  ３．あまりつながらない  
４．つながらない  ５．分からない 
文化的 
１．つながる    ２．ある程度つながる  ３．あまりつながらない  
４．つながらない  ５．分からない 
学生 
経済的 
１．つながる    ２．ある程度つながる  ３．あまりつながらない  
４．つながらない  ５．分からない 
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１．強く反対する   ２．ある程度反対する   ３．ある程度賛成する  





























１ ２ ３ ４ ５ 
Ｂ.優れた学生が全国から 
集まってきている 
１ ２ ３ ４ ５ 
Ｃ.卒業生は地域の各界の第一線 
で活躍している 
１ ２ ３ ４ ５ 
Ｄ.卒業生は全国の各界の第一線 
で活躍している 
１ ２ ３ ４ ５ 
Ｅ.研究のレベルは全国的にみて 
高いほうである 
１ ２ ３ ４ ５ 
Ｆ.地域によく貢献している １ ２ ３ ４ ５ 
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  進学機会として 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｂ．地域で活躍する 
  人材の養成に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｃ．職業人の再教育に １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｄ．市民の生涯学習に １ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 































































































  教養の向上に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｆ．地域の文化の 
  振興に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｇ．地域の教育機関の活
性化に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｈ．地域における 
  国際交流に 







１．大学主催の公開講座・市民講座（長崎大学公開講座、長崎大学リレー講座など） １ ２ 
２．大学以外の機関による長崎大学の教員を講師とする公開講座・市民講座 １ ２ 
３．高校生への大学説明会・オープンキャンパス １ ２ 
４．高校生などへの出前授業・講座 １ ２ 
５．長崎大学のホームページで公開事業をよく見る １ ２ 
６．科目等履修生制度による受講 １ ２ 
７．社会人のための教育課程（大学院や特別課程など） １ ２ 
８．各学部、研究所などが行う技術相談や技術講習会など １ ２ 
９．地元企業との共同研究・開発活動 １ ２ 
10．地元企業との共同開発商品 １ ２ 
11．地域交流窓口としての産学官連携戦略本部や地域教育連携・支援センターなどの活動 １ ２ 
12．大学祭、やってみゅーでスクなどの学生主催のイベント １ ２ 
13．大学施設（附属図書館、グラウンド、体育館など）の一般開放 １ ２ 
14．その他 具体的にご記入ください。（             ） １ ２ 
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  行政に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｊ．地域の企業・ 
  産業界に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｋ．地域の保健・ 
  医療・福祉に 
１ ２ ３ ４ ５ １ ２ ３ ４ ５ 
 Ｌ．市民団体・ 
  ボランティアに 


















a．社会人講座 １ ２ ３ ４ ５ 
b．学部の科目等履修生 １ ２ ３ ４ ５ 
c. 大学院修士課程 １ ２ ３ ４ ５ 
d. 大学院博士課程 １ ２ ３ ４ ５ 






a. 現在の仕事に直接必要な知識や資格 １ ２ ３ ４ 
b. 現在の仕事を支える広い視野 １ ２ ３ ４ 
c. 将来、現在とは違う職場や仕事に就く
  ために就くための知識や資格 
１ ２ ３ ４ 
d. 先端的な専門知識 １ ２ ３ ４ 









a. 自分の関心にあったカリキュラムがない １ ２ ３ ４ 
b. 勤務時間が長くて十分な時間がとれない  １ ２ ３ ４ 
c. 職場の理解が得られない １ ２ ３ ４ 
d. 学費が高すぎる １ ２ ３ ４ 
e. 処遇に反映されない １ ２ ３ ４ 
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Aに賛成  どちらかといえば どちらかといえば  Bに賛成
Aに賛成      Bに賛成 
1－－－－2－－－－3－－－－4 










Aに賛成  どちらかといえば どちらかといえば  Bに賛成
Aに賛成      Bに賛成 
1－－－－2－－－－3－－－－4 









Aに賛成  どちらかといえば どちらかといえば  Bに賛成
Aに賛成      Bに賛成 
1－－－－2－－－－3－－－－4 









Aに賛成  どちらかといえば どちらかといえば  Bに賛成
Aに賛成      Bに賛成 
1－－－－2－－－－3－－－－4 









Aに賛成  どちらかといえば どちらかといえば  Bに賛成
Aに賛成      Bに賛成 
1－－－－2－－－－3－－－－4 








  Ａ）年齢  １．20歳代 ２．30歳代 ３．40歳代 ４．50歳代 ５．60歳代 ６．70歳以上   
  Ｂ）性   １．男性    ２．女性 






a. 土日や長期休暇の開講 １ ２ ３ ４ 
b. 夜間開講 １ ２ ３ ４ 
c. 長期履修制度 １ ２ ３ ４ 
d. 長崎駅周辺の便利な場所での開講 １ ２ ３ ４ 
e. インターネットでの授業 １ ２ ３ ４ 
f. 授業料免除 １ ２ ３ ４ 
g. 教育ローン １ ２ ３ ４ 
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１  ０～ ５年 １  ０～ ５年 
２  ６～１０年 ２  ６～１０年 
３ １１～２０年 ３ １１～２０年 









(A)学 校 １ 中学・高校 ２ 短大・高専・専門学校 ３ 大学・大学院 




１．非常に重要      ２．ある程度重要  ３．あまり重要ではない 












A．長崎市 １ ２ ３ ４ ５ 
B．その他の市町 １ ２ ３ ４ ５ 
C．長崎県 １ ２ ３ ４ ５ 
 
最後に、長崎大学の役割や地域貢献について、ご意見やご要望がありましたら、お聞かせ下さい。 
 
 
